
表 224　2015年末患者，治療方法（新分類），性別

治療方法
（新分類）

男性 女性 合計 記載なし 総計

施設血液透析 160,239 88,486 248,725 248,725

（％） (79.6) (79.1) (79.4) (79.4)

Off-line HDF 3,168 2,164 5,332 5,332

（％） (1.6) (1.9) (1.7) (1.7)

On-line HDF 28,746 15,781 44,527 44,527

（％） (14.3) (14.1) (14.2) (14.2)

Push/Pull HDF 69 41 110 110

（％） (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾄﾚｰｼｮﾝ 145 122 267 267

（％） (0.1) (0.1) (0.1) (0.1)

IHDF 2,188 1,352 3,540 3,540

（％） (1.1) (1.2) (1.1) (1.1)

血液濾過 11 5 16 16

（％） (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

血液吸着透析
（リクセル等使用）

665 711 1,376 1,376

（％） (0.3) (0.6) (0.4) (0.4)

在宅血液透析 432 123 555 555

（％） (0.2) (0.1) (0.2) (0.2)

腹膜透析
（CAPD）

3,075 1,827 4,902 4,902

（％） (1.5) (1.6) (1.6) (1.6)

腹膜透析
（APD）

1,837 938 2,775 2,775

（％） (0.9) (0.8) (0.9) (0.9)

腹膜透析
（CCPD）

762 330 1,092 1,092

（％） (0.4) (0.3) (0.3) (0.3)
合計 201,337 111,880 313,217 313,217
（％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

記載なし

総計 201,337 111,880 313,217 313,217

数値下のかっこ内は列方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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